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することで ELISAの標準 AD血清として使用した。標準 AD血清中に含まれる
MGL_1304特異的抗体の量を 1000Units/mlと規定した。 
【結果】 





血清 QRX特異的 IgE値と血清 rMGL_1304特異的 IgE値は AD患者において
強い相関を認めた（R=0.954, p<0.0001, N=63）。また、血清 QRXおよび
rMGL_1304特異的 IgE値は AD患者の QRに対する末梢血好塩基球ヒスタミ
ン遊離率とも有意に高い相関を認めた（R=0.778, p<0.0001, N=53、 R=0.783, 





血清 QRXまたは rMGL_1304特異的 IgE値は ADの重症度と有意に相関した。
血清 rMGL_1304特異的 IgGおよび IgG4値は AD群においてやや高い値であ
ったが、NC群と比較し有意な上昇は認めなかった。rMGL_1304特異的 IgE値
と rMGL_1304特異的 IgGおよび IgG4値はそれぞれ有意に相関した。しかし、
CU群では両者に有意な相関を認めなかった。 












と考えられる。AD患者においては、血清中の rMGL_1304特異的 IgE値は IgG
および IgG4値と有意な相関を認めた。一方、CU患者では血清 QRX特異的 IgE
が健常人に比較し有意に高値であったが、血清 rMGL_1304特異的 IgEと IgG
および IgG4値は相関しなかった。MGL_1304特異的 IgG、IgG4がMGL_1304
に対する末梢血好塩基球ヒスタミン遊離を抑制することを考えると、
MGL_1304特異的 IgE高値、IgG、IgG4低値は、CUの病態に関与する可能性
も考えられる。 
